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二三四

序事
実
上
の
推
定
と
法
律
上
の
推
定

事
実
推
定
則

結
　
び

序

　
訴
訟
に
お
い
て
、
あ
る
事
実
か
ら
他
の
事
実
を
推
認
す
る
こ
と
を
推
定
（
く
R
ヨ
q
ε
轟
）
冥
Φ
蟄
ヨ
冨
8
）
と
い
い
、
　
一
般
に
、
次
の
よ
う
に

分
類
し
て
考
察
さ
れ
る
。

　
日
独
法
に
お
い
て
は
、
ま
ず
、
「
事
実
上
の
推
定
」
（
鐙
鼠
。
嘗
畠
Φ
く
霞
睡
仁
ε
お
）
と
「
法
律
上
の
推
定
」
（
α
q
8
雲
』
。
ぎ
＜
R
ヨ
娼
ε
囲
）
と

に
分
類
さ
れ
、
後
者
は
、
さ
ら
に
、
「
法
律
上
の
事
実
推
定
」
（
α
q
Φ
ω
韓
昌
。
腎
↓
霧
8
竃
薯
R
ヨ
旨
昏
α
q
）
と
「
法
律
上
の
権
利
推
定
」
（
鴨
案
昌
魯
Φ

菊
Φ
畠
δ
＜
R
睡
β
9
轟
）
と
に
わ
け
て
考
察
さ
れ
る
の
が
一
般
で
あ
る
が
、
「
事
実
上
の
推
定
」
の
範
晴
は
、
「
蓋
然
証
拠
」
な
い
し
は
「
見
込
証

拠
」
ま
た
は
　
「
一
応
有
利
な
証
拠
」
　
（
毛
㊤
ぼ
。
・
3
Φ
巨
8
算
魯
筈
①
≦
駐
甲
望
≦
駐
8
ω
R
珍
窪
＞
霧
3
Φ
一
β
＞
霧
ゲ
9
窃
汀
≦
留
も
同
巨
徴
a
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

ω
Φ
薫
①
芭
の
観
点
か
ら
考
察
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ロ

　
他
方
、
英
米
法
に
お
け
る
推
定
も
、
「
事
実
上
の
推
定
」
　
（
冥
Φ
匿
B
言
雲
o
識
零
縛
も
『
器
誓
菖
窟
δ
莞
ω
ぎ
巨
三
。
。
）
と
　
「
法
律
上
の
推
定
」
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（
鷺
Φ
普
匿
冨
書
9
賦
斗
）
と
に
わ
け
ら
れ
る
と
こ
ろ
は
口
独
法
と
同
様
で
あ
る
が
、
後
者
は
、
さ
ら
に
、
「
終
結
的
な
反
証
を
許
さ
な
い
法
律
上

の
推
定
」
　
（
8
需
一
鼠
話
き
象
頃
魯
旨
8
げ
8
嘆
Φ
象
旨
冨
8
0
二
ゆ
壌
も
寅
Φ
巽
ヨ
9
8
詔
言
冨
雪
密
冒
お
）
と
「
非
終
結
的
な
反
証
を
許
す
法
律

上
の
推
定
」
　
（
ぎ
8
8
一
琶
語
餌
包
器
ぎ
惹
匡
①
冥
Φ
象
ヨ
冨
o
⇒
○
口
ゆ
≦
も
轟
Φ
鍔
導
替
o
冨
ε
貫
芭
と
に
わ
け
れ
ら
る
。
「
事
実
上
の
推
定
」
　
は

常
に
反
証
が
許
さ
れ
る
。
ま
た
、
一
部
法
律
上
、
一
部
事
実
上
の
推
定
は
混
合
推
定
（
ヨ
一
図
＆
冥
8
ロ
B
嘗
9
）
と
呼
ば
れ
、
こ
れ
は
両
者
の
性

格
を
併
有
す
る
。

　
「
終
結
的
な
反
証
を
許
さ
な
い
法
律
上
の
推
定
」
は
、
ド
イ
ッ
の
い
わ
ゆ
る
「
覆
す
こ
と
の
で
き
な
い
推
定
」
（
き
註
留
浮
α
Q
訂
8
く
R
B
雌
一
－

唇
α
q
）
に
あ
た
り
、
真
の
意
味
の
推
定
で
は
な
く
、
「
擬
制
」
（
田
ざ
9
）
に
該
当
す
る
。

　
「
推
定
」
に
関
し
て
は
、
外
に
も
種
々
の
問
題
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
主
と
し
て
、
自
由
心
証
の
一
態
様
と
し
て
の
「
事
実
上
の
推
定
」

と
「
法
律
上
の
推
定
」
と
の
関
係
お
よ
び
英
米
法
の
い
わ
ゆ
る
「
事
実
推
定
則
」
（
お
巴
℃
巽
一
2
包
ε
目
）
を
中
心
に
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

　
（
1
）
　
い
窪
ε
欝
①
ヨ
一
α
Q
｝
N
一
く
言
δ
器
ω
。
り
お
3
辞
）
ぽ
、
＞
魯
，
口
8
P
oo
」
蟄
h
引
菊
o
。つ
窪
げ
窪
α
q
｝
N
帥
＜
一
一
屈
O
N
の
。
n
零
①
o
拝
O
。
餌
焦
一
4
Gっ
り
㎝
①
①
h
h
引
ω
ま
夢
①
六
暑
ぼ
爵
ρ

　
　
　
　
N
一
≦
σ
3
N
窪
。
∩
3
0
｝
詳
①
・
》
焦
ご
o
つ
』
脇
卑

　
（
2
）
崔
ぎ
中
oo
き
＆
。
声
≦
・
蒔
ゆ
＆
評
霧
窃
ピ
の
α。
帥
ξ
O
①
｛
還
α
ふ
①
8
＆
①
身
一
・
p
一
⑩
①
P
く
・
ξ
馨
♪
℃
℃
●
旨
㌣
旨
ω
㌔
一
巻
。
凸
8
9
国
＆
9
。
の
」
一

　
　
　
　
爵
a
籏
8
一
零
ρ
　
マ
緯
即
O
δ
。。
。

・
0
5
国
≦
号
琴
ρ
G
。
a
a
a
O
P
お
①
3
マ
一
霞
魯
O
p
団
轟
窪
。
罰
O
き
＆
ρ
国
く
こ
窪
8
鼠
舅
ω
無
Z
9
＜
K
s
ぎ

　
　
　
　
一
8
P
℃
●
お
旧
ゆ
日
賊
≦
」
8
Φ
。
。
｝
巨
6
罫
≦
o
｛
め
く
団
α
窪
8
ふ
9
a
試
O
p
一
3
G
。
｝
＜
○
ξ
琶
。
ど
Ω
一
8
F
雀
ρ
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二
　
事
実
上
の
推
定
と
法
律
上
の
推
定

　
裁
判
に
お
け
る
事
実
認
定
に
は
、
直
接
証
拠
に
よ
る
直
接
事
実
（
主
要
事
実
、
要
件
事
実
）
の
証
明
た
る
直
接
証
明
に
よ
つ
て
な
さ
れ
る
場

合
と
間
接
証
拠
に
よ
り
間
接
事
実
を
証
明
し
、
こ
れ
よ
り
直
接
事
実
を
推
認
す
る
間
接
証
明
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
場
合
と
が
あ
る
。
後
者
が
い
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わ
ゆ
る
「
事
実
上
の
推
定
」
で
あ
る
。
　
「
事
実
上
の
推
定
」
は
経
験
法
則
に
基
づ
く
推
定
判
断
で
あ
り
、
自
由
心
訂
の
一
態
様
で
あ
る
。
そ
の

判
断
過
程
に
お
い
て
は
、
ま
ず
、
聞
接
証
拠
か
ら
推
定
の
基
礎
と
な
る
前
提
事
実
（
問
接
事
実
ま
た
は
間
接
事
実
群
）
が
認
定
さ
れ
、
引
き
続

き
、
事
実
上
の
推
定
法
則
（
経
験
法
則
）
を
利
用
し
て
推
定
事
実
（
主
要
事
実
）
が
認
定
さ
れ
る
。
こ
れ
が
裁
判
官
に
確
信
さ
れ
た
と
き
判
決

を
形
成
す
る
。

　
現
実
の
訴
訟
に
お
い
て
は
、
単
一
の
闇
接
事
実
に
よ
り
推
定
事
実
が
認
定
さ
れ
る
場
合
は
む
し
ろ
少
な
く
、
複
数
の
間
接
事
実
の
相
互
補
強

に
よ
り
主
要
事
実
（
推
定
事
実
）
が
認
定
さ
れ
る
場
合
が
通
常
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
裁
判
官
は
、
事
実
上
の
推
定
判
断
を
す

る
に
あ
た
っ
て
は
、
間
接
事
実
の
証
明
力
を
十
分
吟
味
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
ま
た
、
主
要
事
実
を
証
明
す
る
直
接
証
拠
が
す
で
に
提
出

さ
れ
て
い
る
場
合
で
も
、
直
ち
に
こ
れ
を
信
用
す
る
こ
と
な
く
、
こ
れ
を
補
強
も
し
く
は
減
殺
す
る
補
助
事
実
の
利
用
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

同
じ
く
間
接
事
実
で
あ
っ
て
も
、
直
接
証
拠
の
補
強
事
実
（
証
拠
）
と
し
て
の
間
接
事
実
と
直
接
証
拠
の
減
殺
事
実
（
証
拠
）
と
し
て
の
間
接

事
実
は
、
特
に
補
助
事
実
と
呼
ば
れ
、
前
提
事
実
た
る
間
接
事
実
と
区
別
さ
れ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
「
事
実
上
の
推
定
」
と
「
法
律
上
の
推
定
」
と
に
は
ど
の
よ
う
な
茅
異
が
あ
る
で
あ
ろ
う
か
。
　
一
般
に
説
か
れ
る
と
こ
ろ
に
よ

れ
ぼ
、
立
証
責
任
と
の
関
連
で
質
的
な
差
異
が
認
め
ら
れ
る
。
両
者
と
も
事
物
の
蓋
然
性
に
そ
の
茶
礎
を
お
く
が
、
「
法
律
上
の
推
定
」
は
、

さ
ら
に
、
当
事
者
の
地
位
の
公
平
、
正
義
、
事
案
の
迅
速
な
解
決
等
の
観
点
か
ら
、
法
に
明
規
さ
れ
て
い
る
と
説
か
れ
る
。
「
事
実
上
の
推
定
」

は
裁
判
官
の
自
由
心
証
の
領
域
内
の
問
題
で
あ
り
、
事
実
上
の
推
定
則
が
経
験
法
則
の
一
種
で
あ
る
と
さ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
客
観
的
立
証
責

任
と
は
無
縁
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
主
観
的
立
証
責
任
も
し
く
は
証
拠
提
出
責
任
ま
た
は
立
証
の
現
実
の
必
要
に
変
動
が
生

ず
る
こ
と
は
と
も
か
く
、
客
観
的
立
証
責
任
の
転
換
は
な
い
。
ま
た
、
「
事
実
上
の
推
定
」
に
対
抗
す
る
手
段
と
し
て
は
、
裁
判
官
を
真
偽
不

明
の
状
態
に
追
い
込
む
反
証
（
O
Φ
α
q
8
訂
≦
Φ
芭
で
足
り
る
と
さ
れ
る
。

　
一
方
、
「
法
律
上
の
推
定
」
の
場
合
、
前
提
事
実
が
証
明
さ
れ
れ
ば
、
推
定
事
実
た
る
要
件
事
実
（
主
要
事
実
）
の
証
明
を
要
し
な
い
で
、

本
来
的
法
条
（
基
本
的
法
条
）
が
適
用
さ
れ
る
。
そ
の
立
法
趣
旨
は
、
正
義
、
公
平
、
迅
速
の
観
点
か
ら
、
証
明
主
題
（
ω
。
≦
畠
浮
①
ヨ
節
）
の
変
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更
に
よ
る
証
明
の
簡
易
化
な
い
し
は
証
明
の
困
難
の
緩
和
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
抗
す
る
に
は
、
前
提
事
実
に
つ
い
て
は
、
反
証
を
あ
げ
る
こ
と

に
よ
っ
て
推
定
規
定
の
適
用
を
免
れ
る
が
、
基
本
的
法
条
の
適
用
を
免
れ
る
に
は
、
そ
の
法
条
の
要
件
事
実
と
反
対
の
事
実
を
積
極
的
に
証
明

し
（
国
Φ
乏
昏
留
ω
○
轟
Φ
日
亀
の
）
、
そ
れ
に
つ
き
裁
判
官
に
確
信
を
い
だ
か
し
め
る
本
証
（
国
Ω
。
后
ま
Φ
≦
Φ
芭
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た

が
っ
て
、
推
定
の
覆
滅
（
≦
置
巴
紹
毒
α
q
）
に
あ
た
っ
て
は
立
証
責
任
が
転
換
さ
れ
る
。

　
し
か
し
、
「
法
律
上
の
推
定
」
に
対
す
る
対
抗
手
段
（
反
対
事
実
の
証
明
H
推
定
の
覆
滅
）
と
「
事
実
上
の
推
定
」
に
対
す
る
反
証
活
動
（
開

接
反
証
）
は
異
な
っ
た
作
用
を
も
つ
が
、
実
際
上
は
紙
一
重
で
、
法
律
上
の
推
定
の
覆
滅
が
事
実
上
の
推
定
を
動
揺
さ
せ
る
場
合
よ
り
も
む
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

か
し
い
と
い
う
考
え
方
は
修
正
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
英
米
法
に
お
い
て
も
、
推
定
（
冥
9
q
8
冨
8
）
は
、
　
「
事
実
上
の
推
定
」
と
「
法
律
上
の
推
定
」
に
わ
け
ら
れ
、
後
者
が
、
さ
ら
に
、
　
「
終

結
的
な
反
証
を
許
さ
な
い
推
定
」
と
「
非
終
結
的
な
反
証
を
許
す
推
定
」
と
に
わ
け
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
前
述
し
た
通
り
で
あ
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
証
拠
法
が
非
常
に
陥
り
や
す
い
用
語
の
不
正
確
さ
と
い
く
ら
か
不
適
当
な
資
料
に
厳
格
な
科
学
的
区
別
を
つ
け
よ
う
と
す
る
著

　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

者
た
ち
の
傾
向
の
故
に
、
同
一
の
推
定
が
異
な
っ
た
数
個
の
範
疇
に
同
時
に
帰
属
さ
せ
ら
れ
る
と
い
う
非
科
学
的
な
結
果
さ
え
生
じ
て
い
る
。

　
英
米
法
に
お
け
る
推
定
に
は
、
刑
事
手
続
に
特
有
の
推
定
と
民
・
刑
事
手
続
に
共
通
で
は
あ
る
が
、
民
事
訴
訟
に
お
け
る
よ
り
も
刑
事
訴
訟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

に
お
い
て
よ
り
多
く
適
用
さ
れ
る
推
定
と
が
あ
り
、
十
歳
未
満
の
子
供
（
O
臣
辞
窪
②
＆
肖
8
お
勺
R
8
霧
＞
。
二
8
0
。
》
ω
ひ
ρ
9。
ω
②
ヨ
Φ
且
8
ξ

O
匡
恥
8
餌
＆
K
ε
お
零
窃
○
霧
＞
9
這
8
v
o
o
μ
q
）
は
法
律
上
の
罪
を
犯
す
こ
と
が
で
き
な
い
（
責
任
無
能
力
）
と
か
、
す
べ
て
の
人
は
法
を

知
っ
て
い
る
（
法
の
不
知
は
罪
の
免
罪
符
と
な
ら
な
い
）
と
い
っ
た
よ
う
な
終
結
的
推
定
は
、
刑
葺
手
続
に
多
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ク
ロ

れ
は
各
種
の
実
体
法
に
属
し
、
証
拠
法
に
は
属
さ
な
い
原
則
で
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
厳
密
に
は
「
推
定
」
の
範
疇
に
属
さ
ず
、
「
擬
制
」
に
該

る
こ
と
に
つ
い
て
は
前
述
し
た
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
代
の
裁
判
所
は
、
個
々
の
事
件
を
で
き
る
だ
け
そ
の
蓋
然
性
に
某
づ
い
て
、
個
別

的
に
解
決
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
あ
る
の
で
、
古
く
か
ら
絶
対
的
で
論
議
の
余
地
が
な
い
と
考
え
ち
れ
て
い
た
多
く
の
法
律
上
の
推
定
は
、
「
反

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ロ

証
を
許
す
法
律
上
の
推
定
」
の
範
躊
か
要
実
の
単
な
る
推
定
も
し
く
は
推
理
の
範
疇
へ
追
い
や
ら
れ
て
き
た
。
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「
反
証
を
詐
す
法
律
上
の
推
定
」
は
、
文
字
通
り
条
件
付
で
（
8
＆
箆
o
墨
一
）
、
非
終
結
的
で
（
ぎ
8
泣
量
お
）
、
争
い
得
る
（
爵
を
雷
匡
Φ
）
推

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

定
で
あ
り
、
「
一
応
有
利
に
す
る
」
効
果
を
も
つ
（
Φ
瀬
霧
冥
ぎ
織
登
Φ
）
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
推
定
が
働
け
ば
、
い
わ
ゆ
る
コ
応
有
利
な

事
件
」
（
冥
巨
織
a
Φ
e
。
。
①
）
が
確
保
で
き
、
も
し
反
証
が
あ
げ
ら
れ
な
け
れ
ば
、
そ
の
推
定
を
確
実
に
す
る
側
に
有
利
な
陪
審
の
評
決
を
導
く

　
　
　
　
（
10
）

こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
れ
に
関
連
し
て
、
い
わ
ゆ
る
「
一
応
有
利
な
証
拠
」
（
冥
冒
◎
ゆ
9
①
雪
こ
窪
8
）
が
問
題
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
証
拠
の
証
馴
力
の
程
度
に

差
が
あ
る
た
め
、
用
語
上
の
困
難
を
引
き
起
し
て
い
る
。
因
果
関
係
の
結
び
つ
き
が
疎
か
ら
次
第
に
密
に
な
る
に
つ
れ
て
、
「
不
十
分
な
証
拠
」

（
ぎ
匿
農
幕
日
Φ
＜
崔
窪
8
）
、
第
一
の
意
味
に
お
け
る
コ
応
有
利
な
証
拠
」
（
領
巨
織
a
Φ
雲
置
9
8
甲
｛
一
舅
器
冨
Φ
）
お
よ
び
第
二
の
意
味
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

け
る
「
一
応
有
利
な
証
拠
」
（
冥
首
鉱
豊
Φ
Φ
≦
留
目
9
ω
Φ
8
民
器
霧
①
）
が
問
題
と
な
る
。

　
も
つ
と
も
低
い
程
度
の
証
明
力
（
8
α
q
Φ
8
質
℃
・
需
3
モ
δ
≦
o
α
q
出
6
b
。
）
は
、
あ
る
争
点
を
さ
さ
え
る
た
め
の
一
方
当
事
者
の
証
拠
が
非

常
に
弱
い
た
め
に
、
裁
判
官
が
、
そ
の
争
点
が
彼
に
有
利
に
な
る
よ
う
に
正
当
に
評
価
で
き
な
い
と
こ
ろ
に
存
す
る
。
そ
の
例
は
、
瓜
◎
名
匹
霧

＜
●
℃
○
名
＆
ω
艮
臣
曙
o
o
叶
8
菖
0
8
一
〇
ρ
事
件
〔
る
障
〕
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
お
い
て
、
控
訴
院
（
O
O
霞
ε
｛
＞
署
亀
）
は
、

狭
心
症
の
致
命
的
な
突
然
の
発
作
は
、
そ
の
労
働
者
の
職
業
に
起
因
し
て
い
る
と
す
る
州
裁
判
所
　
（
0
8
日
図
O
O
3
　
の
裁
判
官
の
認
定
を
取

消
し
た
。
そ
の
労
働
者
は
発
作
が
起
る
直
前
ま
で
運
搬
車
（
霞
自
鼻
）
を
押
し
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
死
亡
は
、
死
者
の
胃
の
病
状
も
し
く
は

風
の
強
い
天
候
の
中
で
の
散
歩
と
い
っ
た
よ
う
な
、
さ
ま
ざ
ま
な
原
因
に
よ
っ
て
引
き
起
さ
れ
る
遅
発
性
の
作
用
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
こ
の
事

件
で
、
原
告
は
推
測
の
域
を
脱
し
得
な
か
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
情
況
に
お
い
て
は
、
あ
る
争
点
を
支
え
る
証
拠
は
、
「
不
十
分
で
あ
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
皿
）

（
一
島
亀
守
一
Φ
県
）
と
い
う
の
が
最
も
正
し
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
段
階
で
は
、
ま
だ
、
コ
応
有
利
な
証
拠
」
（
鷺
冒
ほ
践
Φ
磐
箆
窪
8
）
と
な
ら
な
い
。

　
次
の
程
度
の
証
明
力
は
、
あ
る
争
点
を
さ
さ
え
る
当
事
者
の
一
方
の
証
拠
が
、
裁
判
官
に
そ
の
争
点
を
そ
の
当
事
者
に
有
利
に
な
る
よ
う
に

判
定
せ
し
め
る
ほ
ど
に
十
分
な
重
み
が
あ
る
と
こ
ろ
に
存
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
裁
判
官
は
、
常
識
上
、
こ
の
よ
う
な
判
定
を
強
制
さ
れ
る

わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
一
例
が
、
ω
巨
岳
註
爵
ダ
↓
ぎ
Z
器
8
ゆ
一
〇
8
一
ω
8
巳
事
件
〔
る
8
〕
で
認
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
お
い
て
、
控
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説論

訴
院
は
、
労
働
者
の
腕
が
機
械
に
奪
わ
れ
、
命
に
か
か
わ
る
結
果
に
至
っ
た
と
い
う
証
明
に
基
い
て
、
そ
の
労
働
者
の
死
は
、
被
告
が
危
険
な

機
械
に
安
全
装
置
を
つ
け
る
こ
と
を
怠
た
り
、
制
定
法
上
の
義
務
を
履
行
し
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
ひ
き
起
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
の
公
判

裁
判
官
（
酔
岳
ご
＆
α
q
Φ
）
の
認
定
を
確
認
し
た
。
こ
の
災
害
は
、
死
亡
者
の
側
の
制
定
法
上
の
規
則
違
反
の
た
め
だ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、

そ
の
死
と
安
全
装
置
の
な
い
機
械
と
の
間
の
因
果
関
係
は
、
前
の
例
に
お
け
る
狭
心
症
と
運
搬
車
押
し
と
の
問
の
因
果
関
係
よ
り
も
密
接
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
、
証
拠
が
事
件
を
推
測
の
領
域
か
ら
「
許
さ
れ
た
推
理
」
（
℃
霞
ヨ
誘
邑
Φ
試
霞
窪
8
）
へ
と
導
い
て
い
る
。

こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
℃
ユ
ヨ
織
8
げ
雪
賦
窪
8
A
一
同
ω
富
窪
鴇
で
あ
る
。
な
お
、
「
許
さ
れ
た
推
理
」
と
単
な
る
憶
測
な
い
し
は
推
測
と
の
差
異
は
、

次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
確
実
に
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
る
他
の
事
実
が
推
理
で
き
る
客
観
的
事
実
が
存
在
し
な
け

れ
ば
、
推
理
は
あ
り
得
な
い
。
幾
つ
か
の
事
件
に
お
い
て
は
、
そ
の
よ
う
な
他
の
事
実
が
ま
る
で
現
実
に
み
ら
れ
て
い
た
か
の
よ
う
な
実
際
的

な
確
実
性
を
以
て
推
理
さ
れ
る
。
他
の
事
件
に
お
い
て
は
、
推
理
は
合
理
的
な
蓋
然
性
以
上
の
と
こ
ろ
ま
で
は
進
ま
な
い
。
し
か
し
、
も
し
推

理
の
根
拠
と
な
る
明
確
に
証
明
さ
れ
た
事
実
が
な
け
れ
ば
、
推
理
の
方
法
は
な
く
な
り
、
残
さ
れ
た
も
の
は
単
な
る
憶
測
な
い
し
推
測
に
過
ぎ

（
13
）

な
い
と
。
つ
ま
り
、
「
基
礎
事
実
」
（
び
艶
。
勘
8
か
ら
「
推
定
事
実
」
（
冥
8
仁
ヨ
＆
鋤
8
を
合
理
的
に
推
理
す
る
に
は
、
少
な
く
と
も
基
礎
事

実
は
明
確
に
証
明
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
次
に
、
第
二
の
意
味
に
お
け
る
「
一
応
有
利
な
証
拠
」
（
冥
ぎ
織
鐘
Φ
雪
崔
窪
8
“
ω
①
8
＆
ω
Φ
霧
Φ
）
す
な
わ
ち
「
推
定
的
証
拠
」
（
冥
①
段
旨
官
同
話

①
＜
箆
窪
8
）
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
第
一
の
意
味
に
お
け
る
「
一
応
有
利
な
証
拠
」
よ
り
証
明
力
が
強
い
。
こ
の
程
度
の
証
明
力
は
、
あ
る
争

点
を
さ
さ
え
る
一
方
の
当
事
者
の
証
拠
が
非
常
に
有
力
な
た
め
、
他
に
証
拠
が
な
く
て
も
、
裁
判
官
が
そ
の
争
点
を
そ
の
当
事
者
に
有
利
に
判

断
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
こ
ろ
に
存
す
る
。
そ
の
例
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
船
が
港
を
離
れ
た
直
後
に
浸
水
沈
没
し
、
そ
の
事

件
で
他
に
証
拠
が
現
れ
な
い
場
合
、
裁
判
官
は
、
陪
審
員
に
対
し
、
そ
の
船
が
出
発
時
に
既
に
航
海
に
耐
え
ら
れ
な
か
っ
た
と
推
理
す
る
よ
う

指
示
す
べ
き
で
あ
る
。
も
し
陪
審
員
が
反
対
の
認
定
を
す
る
な
ら
ば
、
　
「
そ
れ
は
法
律
上
の
何
ら
か
の
原
則
に
反
す
る
認
定
で
は
な
い
か
も
知

れ
な
い
が
、
事
実
か
ら
の
合
理
的
な
推
測
に
は
余
り
に
も
反
す
る
認
定
な
の
で
、
証
拠
に
も
と
る
評
決
に
等
し
い
」
と
批
判
さ
れ
る
。
こ
の
程
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民事訴訟における「推定」について（中村）

度
の
証
明
力
を
も
つ
証
拠
は
「
推
定
的
」
（
．
．
冥
Φ
段
B
9
話
、
、
）
証
拠
と
呼
ぶ
の
が
便
利
で
あ
る
が
、
通
常
、
「
一
応
の
」
（
．
．
冥
冒
覧
a
Φ
、
、
）
証
拠

　
　
　
　
（
1
4
）

と
い
わ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
立
証
責
任
と
の
関
係
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
通
常
の
意
味
に
お
け
る
二
応
の
証
拠
」
（
一
応
有
利
な
証
拠
）
は
、
あ
る
争
点
の

一
応
の
証
明
（
冥
首
織
畳
の
冥
8
｛
）
を
意
味
す
る
の
が
常
で
あ
る
。
そ
し
て
、
証
明
の
負
担
は
そ
の
一
応
の
証
拠
を
提
出
す
る
当
事
者
の
側
に

あ
る
。
他
方
の
側
か
ら
そ
れ
以
上
の
証
拠
の
提
出
が
な
け
れ
ば
、
一
応
の
証
明
は
終
結
的
証
明
（
8
韓
一
琶
話
冥
0
8
と
な
り
、
そ
れ
を
提
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

す
る
当
事
者
は
立
証
の
負
担
を
免
れ
る
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
「
一
応
の
証
拠
」
（
一
応
有
利
な
証
拠
）
な
い
し
は
コ
応
の
証
明
」
（
一
応
有
利

な
証
明
）
も
、
立
証
責
任
（
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
客
観
的
立
証
責
任
）
の
転
換
を
も
た
ら
さ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
し
か
し
、
右
に
あ
げ
た
9
0
脇
の
三
つ
の
証
拠
例
（
証
明
例
）
の
う
ち
、
「
不
十
分
な
証
拠
」
（
一
蕊
焦
嘗
δ
旨
①
＜
崔
9
8
）
は
「
事
実
上
の
推

定
」
（
冥
Φ
讐
ε
嘗
9
無
貯
8
に
も
至
ら
な
い
場
合
で
あ
り
、
第
二
の
意
味
に
お
け
る
「
一
応
有
利
な
証
拠
」
（
冥
冒
織
a
①
薯
置
窪
8
”
ω
Φ
8
巳

。。

8
絶
は
、
証
明
力
が
強
く
「
反
証
を
許
す
法
律
上
の
推
定
」
（
8
げ
日
感
露
Φ
冥
①
匿
B
客
9
0
＝
帥
≦
）
に
近
い
よ
う
で
あ
る
が
、
叙
述
の
趣
旨
か

ら
、
第
一
の
意
味
に
お
け
る
「
一
応
有
利
な
証
拠
」
（
冥
首
鑑
8
δ
薯
置
Φ
目
曾
｛
富
ヨ
Φ
拐
Φ
）
と
と
も
に
、
や
は
り
「
事
実
上
の
推
定
」
の
範

躊
に
属
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
も
し
そ
う
だ
と
し
た
ら
、
　
「
事
実
上
の
推
定
」
に
対
抗
す
る
に
は
、
真
偽
不
明
の
状
態
に
陥
れ
る
反
証

（
○
Φ
α
Q
8
竃
≦
①
芭
で
足
り
、
反
対
事
実
の
証
明
（
窪
≦
畠
号
ω
○
認
Φ
旨
巴
ω
）
た
る
本
証
（
霞
習
冥
ぎ
≦
霧
）
を
必
要
と
し
な
い
、
つ
ま
り
立
証
責

任
の
転
換
は
な
い
と
す
る
ド
イ
ツ
法
の
立
場
と
共
通
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
お
レ

　
し
か
し
な
が
ら
、
既
述
の
よ
う
に
、
「
反
証
を
許
す
法
律
上
の
推
定
」
も
、
「
一
応
有
利
な
事
件
」
を
確
保
す
る
推
定
で
あ
り
、
　
「
事
実
上
の

推
定
」
と
同
様
、
「
一
応
有
利
な
証
明
」
の
作
用
を
も
っ
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
い
え
ば
、
「
法
律
上
の
推
定
」
も
立
証
責
任
（
客
観
的
な
）
の

転
換
を
も
た
ら
さ
な
い
こ
と
に
な
る
。
事
実
、
　
勺
露
陽
8
は
、
「
反
証
を
許
す
法
律
上
の
推
定
」
の
主
要
な
機
能
は
、
証
拠
提
出
の
意
味
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

け
る
（
ぎ
チ
霧
窪
器
o
厨
髭
8
ぎ
α
q
Φ
＜
こ
8
8
）
立
証
責
任
（
ぼ
益
8
9
冥
0
8
が
誰
に
あ
る
か
を
決
定
す
る
こ
と
で
あ
る
と
し
、
冒
8
ω
も
、

ア
メ
リ
カ
法
に
お
い
て
で
は
あ
る
が
、
「
法
律
上
の
推
定
」
（
こ
こ
で
は
特
に
「
制
定
法
上
の
推
定
ヒ
．
器
ε
ε
q
、
、
鷺
Φ
段
菖
言
8
を
指
し
て
い
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説
壬△。

面冊

る
）
の
最
低
限
度
の
法
律
上
の
効
果
は
、
推
定
が
か
か
わ
っ
て
い
る
個
々
の
争
点
を
さ
さ
え
る
証
拠
の
提
出
責
任
（
チ
Φ
牙
巳
窪
○
臓
9
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
侶
）

｛
9
毛
9
。
巳
註
爵
雪
罷
霧
8
）
を
転
換
す
る
こ
と
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
℃
毎
窃
8
は
、
「
反
証
を
許
す
法
律
上
の
推
定
」
の
典
型
的
な

場
合
で
あ
る
嫡
出
性
（
｝
弗
竃
臼
幾
2
）
の
推
定
に
関
し
、
こ
の
推
定
は
、
蓋
然
性
の
単
な
る
均
衡
（
B
R
Φ
σ
巴
き
8
9
冥
○
募
亀
a
包
に
よ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

で
は
な
く
、
強
力
な
証
拠
の
優
越
（
弩
○
お
冥
Φ
2
民
震
き
8
亀
雪
こ
窪
8
）
に
よ
っ
て
の
み
覆
さ
れ
る
と
い
い
、
ま
た
、
結
婚
の
有
効
性
の
推

定
に
関
し
、
そ
れ
は
、
蓋
然
性
の
均
衡
に
基
き
有
効
な
結
婚
は
存
在
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
示
す
に
過
ぎ
な
い
証
拠
に
よ
っ
て
は
論
ば
く

で
き
な
い
と
近
時
言
わ
れ
て
き
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
有
効
な
結
婚
が
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
き
、
刑
事
訴
訟
に
お
け
る
無
罪
の
推
定

の
場
合
と
同
様
、
合
理
的
な
疑
い
を
さ
し
は
さ
ま
せ
な
い
程
度
に
（
ぴ
2
0
巳
同
8
。
。
○
轟
露
Φ
α
雲
ぼ
）
確
信
せ
し
め
る
証
拠
が
な
け
れ
ば
な
ら
な

（
20
）

い
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
明
ら
か
に
立
証
責
任
が
転
換
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
一
口
に
、
「
法
律
上
の
推
定
」
と
い
っ
て
も
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
の
推
定
の
場
合
も
あ
り
、
制
定
法
上
の
推
定
の
場
合
も
あ
る
。
し
か
も
後

者
に
は
、
広
く
承
認
さ
れ
た
普
通
法
（
コ
モ
ン
・
ロ
ー
）
上
の
推
定
の
制
定
法
に
よ
る
承
認
（
oo
昏
＆
8
）
の
場
合
と
そ
れ
自
身
ユ
ニ
ー
ク
な

　
　
　
　
（
2
1
）

場
合
と
が
あ
る
。
ま
た
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
訴
訟
法
典
（
↓
幕
9
販
○
暮
鼠
O
o
号
9
℃
8
。
8
霞
Φ
）
の
よ
う
に
、
制
定
法
の
宣
言
に
よ
り
、
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

ろ
い
ろ
な
標
準
的
な
推
定
を
列
挙
し
、
分
類
す
る
、
あ
る
程
度
ユ
ニ
ー
ク
で
野
心
的
な
労
作
の
一
例
も
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
あ
わ
せ
る
と
、
英
米
法
に
お
い
て
は
、
「
事
実
上
の
推
定
」
と
「
法
律
上
の
推
定
」
と
の
境
界
が
か
な
ら
ず
し
も

明
確
で
な
い
た
め
、
そ
の
対
抗
手
段
と
し
て
、
前
者
に
対
し
て
は
反
証
、
後
者
に
対
し
て
は
本
証
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
一
概
に
言
い
切

れ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
器
）

　
勺
ぼ
傷
8
に
よ
れ
ば
、
「
法
律
上
の
推
定
」
と
「
事
実
上
の
推
定
」
と
の
差
異
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
①
　
法
律
上
の
推
定
の
効
果
は
法
律
に
由
来
し
、
事
実
上
の
推
定
の
効
果
は
論
理
に
由
来
す
る
。
そ
し
て
、
前
者
の
多
く
は
、
本
質
的
論
理

的
重
み
を
も
ち
、
し
か
も
、
そ
れ
は
確
か
に
後
者
に
由
来
す
る
が
、
重
み
を
も
た
な
い
も
の
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
公
判
に
付
さ
れ
た
囚
人

が
無
罪
で
あ
る
と
い
う
何
ら
か
の
固
有
の
蓋
然
性
が
存
在
す
る
と
み
る
の
は
困
雌
で
あ
る
。
　
⑭
　
法
律
上
の
推
定
は
、
そ
の
条
件
が
一
定
で

一76一
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均
一
的
な
あ
る
部
類
に
妥
当
し
、
事
実
上
の
推
定
は
、
そ
の
条
件
が
不
定
で
変
動
す
る
個
々
の
事
件
に
妥
当
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
七
年
問
不

在
で
消
息
不
明
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
る
と
、
い
つ
で
も
死
亡
の
推
定
が
な
さ
れ
る
。
し
か
し
、
七
年
の
間
の
あ
る
明
確
な
時
期
に
お
け
る

死
亡
を
確
定
す
る
こ
と
が
必
要
な
場
合
は
、
そ
の
問
題
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
定
事
件
に
お
い
て
引
用
さ
れ
る
証
拠
に
基
づ
い
て
決
定
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
　
㈹
　
法
律
上
の
推
定
は
裁
判
所
に
よ
っ
て
な
さ
れ
、
反
対
の
証
拠
が
な
け
れ
ば
、
そ
の
推
定
が
有
利
に
作
用
す
る
側
の
当

事
者
に
と
っ
て
終
結
的
に
な
る
。
事
実
上
の
推
定
は
陪
審
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
。
陪
審
は
こ
れ
を
無
視
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
な
お
有
力
な

証
拠
で
あ
る
こ
と
に
変
り
は
な
い
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
区
別
は
、
実
務
に
お
い
て
は
、
た
や
す
く
あ
て
は
ま
ら
な
い
。
し
か
も
、
境
界
線
が
明
白
な
場
合
で
さ
え
、
し

ば
し
ば
看
過
さ
れ
る
。
若
干
の
裁
判
官
や
テ
キ
ス
ト
の
著
者
た
ち
に
よ
っ
て
法
律
上
の
推
定
と
し
て
考
察
さ
れ
て
い
る
推
定
が
、
別
の
人
た
ち

に
よ
っ
て
は
、
事
実
上
の
推
定
ま
た
は
法
律
上
お
よ
び
事
実
上
の
混
合
推
定
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
実
際
、
同
じ
裁
判
官
た
ち
が
、
同
じ
推

定
を
、
別
の
時
点
で
は
、
異
な
っ
た
範
疇
に
属
さ
せ
て
い
る
こ
と
も
珍
し
く
な
い
。

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）

（
1
0
）

（
1
1
）

賀
集
唱
・
事
実
上
の
推
定
に
お
け
る
心
証
の
程
度
・
民
事
訴
訟
雑
誌
1
4
、
兼
子
一
・
事
実
上
の
推
定
の
本
質
と
効
果
に
つ
い
て
・
民
事
法
研
究
1
、

円
山
雅
也
・
民
事
裁
判
に
お
け
る
「
推
定
」
に
つ
い
て
、
司
法
研
究
報
告
書
第
八
輯
第
六
号
な
ど
に
よ
っ
た
。

O
δ
の
o
り
O
o
閏
≦
α
の
p
8
勺
」
○
歴

　
　
　
　
　
　
　
M

g
o
ω
。
つ
”
置
身
勺
ぼ
甥
O
p
o
マ
Ω
f
｝
）
’
O
置
■

Go

蝉
仁
＆
R
ひ
≦
○
己
σ
弩
（
剛
℃
一
冥
霧
9
M
）
」
認
『

霞
卦
）
ω
O
p
O
一
y
Ω
誉
も
。
緯
9

℃
岳
曝
O
P
サ
餌

oo

碧
巳
R
。
。
る
マ
鼻
．
も
」
刈
ω
，

ω
砦
ロ
α
R
G
。
し
獣
阜

9
0
。
。
ω
も
℃
●
o
一
ゴ
毛
品
㌣
器
，
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○
δ
q
D
ω
も
℃
●
。
陣
r
P
旨
’

O
δ
。D
。

。
｝
○
ワ
9
ε
P
鵠
）
℃
ω
N
F
⊆o
●

O
δ
ω
ω
｝
○
マ
9
ゴ
P
鴇
。

O
δ
ω
ω
」
げ
置
。

oo

㊤
二
＆
Φ
量
o
｝
）
，
。
一
ゴ
で
一
）
」
認
占
お
コ

霞
三
）
ω
o
P
2
）
・
倉
。
も
ら
一
“
’

ご
コ
①
。
っ
”
2
）
，
息
£
℃
』
ω
。

頃
ぼ
甥
O
p
o
℃
●
o
F
も
’
3
9

℃
ぼ
冨
O
P
8
，
身
■
も
．
O
嵩
●

旨
○
冨
①
。
D
”
○
マ
9
r
マ
8
’

旨
○
器
。
り
｝
O
P
息
酢
．
｝
で
面
9
p
一
ピ

勺
ぽ
蕊
O
P
O
℃
●
息
£
や
豫
漏
・
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三
　
事
実
推
定
則

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
24
）

　
事
実
推
定
則
（
お
ω
ら
器
一
8
9
ε
同
）
と
は
、
も
と
も
と
、
事
件
自
体
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
（
チ
Φ
霞
き
。
。
餌
＆
9
眉
8
訂
8
二
↓
の
象
馨
色
巴
誘
o
毛
旨

（
2
5
）

陰
o
蔓
）
と
い
う
意
味
で
あ
る
が
、
英
米
に
お
け
る
一
8
象
轟
8
ω
Φ
で
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
ず
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
ω
8
辞
く
円
ぽ
U
O
＆
8
U
o
爵
0
9
（
一
〇
。
①
㎝
）
に
お
け
る
判
決
が
そ
れ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
そ
の
物
が
被
告
も
し

く
は
そ
の
使
用
人
の
管
理
下
に
あ
る
と
い
う
こ
と
が
証
明
さ
れ
、
か
つ
、
そ
の
事
故
が
、
事
物
の
通
常
の
経
過
に
お
い
て
、
管
理
を
し
て
い
る

者
が
適
切
な
注
意
を
払
え
ば
起
ら
な
い
よ
う
な
場
合
に
、
被
告
に
よ
る
釈
明
が
な
さ
れ
な
い
と
き
は
、
そ
の
事
故
は
注
意
の
欠
敏
に
よ
っ
て
引

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

き
起
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
合
理
的
な
証
拠
を
提
供
す
る
。
」
と
。



民事訴訟における「推定」について（中村）

　
次
に
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
ω
≦
Φ
9
2
＜
卑
≦
お
事
件
に
お
け
る
判
決
が
そ
れ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
損
害
の
原
因
と
な
っ
た
事
件
の
事
情

が
、
屋
敷
内
に
お
い
て
注
意
義
務
を
負
担
さ
せ
ら
れ
て
い
る
当
事
者
に
よ
り
十
分
な
注
意
が
払
わ
れ
て
い
た
な
ら
ば
、
誤
っ
て
起
っ
た
事
態
は

起
ら
ず
に
す
ん
だ
で
あ
ろ
う
と
い
う
合
理
的
な
推
理
の
根
拠
を
提
供
す
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
」
、
被
告
の
過
失
は
何
ら
の
説
明
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
野
）

し
に
推
理
さ
れ
て
さ
し
つ
か
え
な
い
と
。
こ
れ
は
、
前
記
の
有
名
な
イ
ギ
リ
ス
の
要
件
に
お
け
る
所
論
に
実
質
上
適
合
し
、
他
に
引
用
さ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

い
る
事
件
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
の
裁
判
所
に
よ
っ
て
一
般
的
に
継
受
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
29
）

　
こ
の
原
則
は
、
事
実
上
の
推
定
法
則
の
範
疇
に
属
し
（
話
巴
冨
巴
8
巳
ε
『
霧
四
冥
の
ω
q
幹
言
8
0
識
Ω
D
8
、
過
失
に
よ
る
不
法
行
為
（
δ
旨
象

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

器
α
q
凝
窪
8
）
と
の
関
連
で
ほ
と
ん
ど
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
、
不
法
行
為
法
（
チ
Φ
ご
≦
o
悼
o
誘
）
の
分
野
で
発
展
さ
せ
ら
れ
た
。
し
た
が
っ
て

冥
冒
織
豊
Φ
雪
崔
窪
8
よ
り
は
狭
い
概
念
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
ド
イ
ツ
で
は
、
＞
霧
訂
ぎ
菩
9
色
。
D
も
冥
ぎ
Q
鼠
畠
－
評
名
駐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
説
）

も
ほ
ぼ
同
じ
意
味
内
容
で
論
ぜ
ら
れ
て
お
り
、
英
米
法
の
い
わ
ゆ
る
お
。
。
督
巴
8
巳
9
目
に
近
い
。

　
こ
の
原
則
が
具
体
的
に
問
題
に
な
る
の
は
、
交
通
事
故
、
航
空
機
事
故
、
医
療
過
誤
、
び
ん
詰
飲
料
の
爆
発
事
故
、
落
下
物
に
よ
る
怪
我
、

娯
楽
施
設
や
電
気
器
具
に
よ
る
事
故
等
で
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
ほ
ど
多
い
が
、
こ
の
原
則
が
具
体
的
に
適
用
さ
れ
る
た
め
の
要
件
と
し
て
は
、

次
の
よ
う
な
も
の
が
考
え
ら
れ
る
。

　
q
D
　
誰
か
の
過
失
が
な
け
れ
ば
、
通
常
起
ら
な
い
種
類
の
事
故
で
あ
る
こ
と
。
　
ω
　
被
告
の
排
他
的
（
独
占
的
）
管
理
下
に
あ
る
行
為

（
品
窪
身
）
ま
た
は
手
段
（
ぎ
旨
q
B
窪
邑
芽
）
に
よ
っ
て
引
き
起
さ
れ
た
こ
と
。
　
㈹
　
そ
の
事
故
は
、
原
告
の
側
の
如
何
な
る
故
意
行
為
の
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

い
で
も
な
か
っ
た
こ
と
。
ま
た
、
こ
の
原
則
を
支
え
る
基
本
と
な
る
基
礎
事
実
が
情
況
証
拠
に
よ
っ
て
確
証
さ
れ
得
る
こ
と
。

　
被
告
の
管
理
も
し
く
は
管
理
責
任
（
8
艮
8
一
9
お
も
○
蕊
一
匹
一
q
｛
9
8
筥
8
一
）
の
下
に
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
証
拠
が
特
に
破
告
の
知
識
の

中
に
あ
る
か
、
ま
た
は
、
原
告
よ
り
も
被
告
の
方
が
た
や
す
く
証
拠
を
入
手
で
ぎ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
原
告
が

十
分
な
知
識
を
も
ち
、
損
害
の
原
因
と
な
っ
た
特
定
の
過
失
行
為
を
証
明
す
る
に
つ
き
、
直
接
証
拠
が
あ
り
、
そ
の
事
故
に
伴
う
す
べ
て
の
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

実
お
よ
び
事
情
が
明
白
に
現
れ
て
い
る
場
合
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
こ
の
原
則
は
適
用
さ
れ
な
い
。
こ
の
原
則
の
目
的
は
、
通
常
、
過
失

一79一



説
マム、

貞冊

が
な
け
れ
ば
起
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
災
難
の
原
因
と
な
っ
た
も
の
に
つ
き
証
明
が
役
立
た
な
い
場
合
に
、
二
応
有
利
な
過
失
事
件
（
肩
冒
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
34
）

融
。
δ
8
ω
①
○
｛
器
α
Q
凝
窪
8
）
を
確
定
す
る
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
事
件
で
は
、
事
故
の
事
実
が
ま
さ
に
「
一
応
有
利
な
証

　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

拠
」
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
る
（
［
○
匡
密
ω
膏
ρ
霊
。
霞
o
目
α
）
。

　
こ
の
原
則
が
適
用
さ
れ
る
事
件
に
お
い
て
、
立
証
責
任
（
ぼ
こ
臼
9
冥
0
9
）
へ
の
影
響
度
合
（
ぎ
。
こ
窪
8
）
は
ど
う
な
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う

か
。
事
実
推
定
則
を
「
事
実
上
の
推
定
」
視
す
る
立
場
、
「
法
律
上
の
推
定
」
視
す
る
立
場
お
よ
び
℃
震
段
艶
毒
冥
8
¢
B
言
○
昌
と
み
る
立
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
、
立
証
の
負
担
（
①
＜
崔
8
鼠
一
ビ
巳
霧
）
の
と
ら
え
方
に
微
妙
な
差
異
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
事
実
推
定
則
の
適
用
は

一
般
原
則
に
変
更
を
き
た
す
こ
と
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
立
証
責
任
は
転
換
さ
れ
な
い
が
、
薯
実
推
定
則
の
適
用
か
ら
生
ず
る
過
失
の
推
定
は
、

い
わ
ゆ
る
「
証
拠
提
出
責
任
」
（
3
Φ
ぼ
＆
窪
○
｛
冥
○
身
9
お
薯
こ
Φ
蓉
Φ
）
甚
◎
二
9
9
α
q
o
ぎ
α
q
｛
9
毛
¢
益
且
チ
9
Φ
薯
こ
窪
8
）
を
被
告
に
負
担
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
37
）

せ
る
と
い
う
の
が
多
数
説
の
よ
う
で
あ
る
。

　
な
お
、
》
蕊
一
邑
母
で
は
、
事
実
推
定
則
（
甚
Φ
3
。
ε
屋
9
器
巴
霧
蝉
δ
ε
一
ε
目
）
は
、
自
己
の
事
件
の
証
明
責
任
ま
た
は
確
証
責
任
は
常
に

原
告
に
あ
る
と
い
う
一
般
的
法
原
則
を
変
更
す
る
も
の
で
は
な
く
、
争
点
に
つ
き
原
告
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
た
事
件
ま
た
は
事
情
だ
け
で
過
失

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）

が
合
理
的
に
推
理
で
き
る
十
分
な
証
拠
（
誓
臼
9
窪
3
≦
餌
窪
8
）
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

（
2
4
）

（
2
5
）

（
2
6
）

（
2
7
）

（
2
8
）

（
2
9
）

（
3
0
）

（
3
1
）

冒
口
の
o
り
｝
○
℃
・
息
け
‘
P
轟
P

oo
欝
づ
α
臼
ω
M
o
℃
・
o
狩
迄
y
ω
H
g

O
δ
。。
。
り
”
O
P
g
r
一
）
レ
ま
・

ざ
p
o
。
。
M
O
P
o
一
£
マ
“
9

｝
○
ロ
o
q
・
」
ぴ
こ
電
p
Go
，

0
δ
。っ
。

。
”
○
マ
息
辞
こ
ワ
旨
9

9
0
ω
。
り
｝
○
｝
）
。
魯
●
も
脚
y
一
の
？
に
G
。
・
ω
震
＆
Φ
β
o
℃
、
Ω
ε
園
）
●
ω
一
q
贈
勺
肛
傷
○
ン
O
P
o
F
逗
）
陰
9
ふ
①

9
＝
マ
冨
器
財
毎
酋
呂
ρ
oo
。
一
留
h
甲
菊
o
器
9
①
お
ふ
価
ρ
oo
ぴ
3
塗

い
ぢ
旨
の
ω
る
℃
。
o
一
ゴ
毛
」
㌣
器
●
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（
32
）

（
3
3
）

（
3
4
）

（
3
5
）

（
3
6
）

（
3
7
）

（
3
8
）

｝
○
幕
∫
ε
．
舞
‘
ω
后
筥
の
旨
窪
δ
総
O
℃
・
お
p
c。
．
（
P
霞
）

旨
○
昌
Φ
。
。
）
○
℃
■
身
‘
マ
認
●

旨
○
ロ
Φ
。
り
”
O
P
Ω
け
●
｝
oo
一
6
で
●
℃
，
一
ゲ

ω
き
＆
の
β
O
P
o
霊
も
。
G
。
一
9

0
δ
。D
。

り
】
o
P
9
。
も
P
旨
①
1
一
鴇
。

旨
8
β
○
ワ
身
●
も
．
8
N
甲
℃
ゲ
ぎ
ω
O
p
O
P
g
『
も
。
ふ
9

00
欝
＆
Φ
グ
○
℃
●
o
一
け
■
も
．
ω
一
9

民事訴訟における「推定」について（中村）

四
　
結

び

　
推
定
理
論
を
十
分
に
論
ず
る
に
は
、
単
に
、
推
定
（
冥
①
誓
B
冨
8
）
の
分
野
だ
け
で
な
く
、
立
証
責
任
（
訂
巳
窪
9
冥
○
象
）
や
い
わ
ゆ
る

関
連
性
（
邑
薯
き
2
）
そ
の
他
の
分
野
ま
で
論
及
し
、
そ
の
相
互
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
日
独
法
と
英
米
法
と
の
つ
な
が
り
を
更

に
深
く
追
究
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
小
論
で
は
、
い
ず
れ
も
不
徹
底
に
終
り
、
あ
る
い
は
重
大
な
過
誤
を
犯
し
て
い
る
や
に
思
わ
れ
る
。
英

米
法
に
お
け
る
推
定
の
部
門
殊
に
事
実
推
定
則
の
分
野
に
お
け
る
判
例
の
集
積
は
ぽ
う
大
な
も
の
に
な
ゲ
、
そ
の
理
解
は
も
と
よ
り
渉
猟
す
ら

困
難
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
同
様
の
こ
と
が
独
法
に
も
あ
て
は
ま
る
よ
う
に
思
う
。

　
木
稿
で
は
、
「
法
律
上
の
推
定
」
と
「
事
実
上
の
推
定
」
と
の
関
係
を
な
が
め
る
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
境
界
線
が
あ
い
ま
い
な
英
米
法
を
中

心
に
こ
れ
を
論
じ
、
主
と
し
て
冥
一
B
織
8
び
①
＜
崔
8
8
を
軸
に
、
立
証
責
任
へ
の
影
響
を
考
え
て
み
た
。
ぼ
ぴ
8
9
冥
0
9
ス
ぽ
び
員
α
窪

○
｛
α
Q
9
謁
8
同
≦
貸
α
且
岳
薯
こ
Φ
蓉
ρ
ぼ
巳
窪
鼠
巴
島
息
お
薯
こ
窪
8
お
忌
号
p
♂
一
び
霞
8
⇒
な
ど
概
念
の
異
な
る
用
語
も
概
括
的
な
把
握
だ
け

に
留
ま
り
、
そ
の
機
能
の
差
異
や
弁
論
主
議
と
の
関
係
な
ど
を
ほ
り
さ
げ
て
考
察
す
る
時
間
的
余
裕
を
も
ち
得
な
か
っ
た
。

　
判
例
法
主
義
と
い
う
異
な
っ
た
法
原
理
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
反
面
、
制
定
法
（
器
ε
◎
の
領
域
も
年
々
広
が
っ
て
お
り
、
一
口
に
、

一81一



説論

冥
Φ
器
B
冨
8
0
口
鋤
毒
と
か
。
。
母
ε
8
q
冥
の
段
ヨ
恩
8
と
い
っ
て
も
、
そ
の
実
体
を
的
確
に
把
握
す
る
こ
と
は
容
易
で
な
い
。

　
独
法
に
お
い
て
も
、
お
巴
℃
器
一
8
段
ε
門
と
そ
の
基
盤
を
共
通
に
す
る
》
霧
訂
富
ぼ
薫
霧
○
阜
冥
冒
螢
ド
号
曲
Φ
乏
霧
が
、
損
害
賠
償
法
の
領

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

域
を
中
心
に
発
展
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
判
例
も
、
ド
イ
ッ
大
審
院
お
よ
び
連
邦
裁
判
所
を
通
じ
か
な
り
出
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
英
米

法
に
比
べ
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
な
お
証
拠
法
の
分
野
は
未
開
拓
だ
と
い
え
よ
う
。

（
3
9
）
　
ω
の
ヨ
プ
餌
a
ゴ
○
鵯
N
ぞ
騨
嘆
○
器
ゆ
話
o
ζ
る
●
》
焦
ご
¢
一
㎝
一
い

〇

九
七

・
三
〇
）
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